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本プログラムについて

 本プログラムの目的

 本プログラムは、Panasonic製の空調機器（屋内機、屋外機）、換気用送風
機、照明器具を選定する為のツールです。

 本プログラムで選定した設備機器は、建築物省エネ法における適合判定等に
必要なモデル建物法（平成28年省エネ基準準拠）の「モデル建物法入力シー
トVer2用」に情報を出力する事ができます。

 モデル建物法については、建築研究所のホームページをご覧下さい。
http://www.kenken.go.jp/becc/index

 本プログラムの利用スタイル

 “建物入力エディター（簡易CAD）を用いる場合

 建物の図形入力を採用した“建物入力エディター”を用いて建物情報の図形入力か
ら始める事ができます。

 建物情報を用いた空調負荷計算や換気風量の算定、照明器具の台数や平均照度の計
算を行う事ができます。

 モデル建物法の外皮評価関連情報を出力する事ができます。

 空調機の能力や換気量、照明器具の台数などがお決まりの場合

 機器選定とモデル建物法の機器データ出力を行う事ができます。

 空調負荷計算は行えませんが、換気風量の算定と照明器具台数、平均照度の計算は
可能です。



3改正省エネ基準対応・機器選定支援ツール

本プログラムのモデル建物法への対応

 モデル建物法とは

 非住宅建築物の省エネルギー基準への適合判定等に用いる事ができる計算方
法です。

 国立研究開発法人建築研究所のホームページでWEBプログラム「モデル建物
法入力支援ツール」として運用されています。

 モデル建物法入力支援ツールはこちら

 http://model.app.lowenergy.jp/

 建築研究所の省エネ性能に関するホームページはこちら

 http://www.kenken.go.jp/becc/index.html

 本プログラムで対応可能なモデル建物法について

 本プログラムは、平成28年省エネルギー基準に準拠して「モデル建物法入力
支援ツール Ver.2.6」用のデータ入力シート「モデル建物法入力シート
Ver2用」に対応しています。

 上記のモデル建物法入力支援ツールおよびモデル建物法入力シートについて
は、以下のホームページをご覧下さい。

 http://www.kenken.go.jp/becc/index.html#5-1

http://model.app.lowenergy.jp/
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html#5-1
file://Architec-dpfdwa/社内共有/2016_パナソニック_非住宅_省エネ計算ツール/セミナー用資料/sample_MODEL_inputSheet_for_Ver2.2a.xlsm
file://Architec-dpfdwa/社内共有/2016_パナソニック_非住宅_省エネ計算ツール/セミナー用資料/sample_MODEL_inputSheet_for_Ver2.2a.xlsm
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機器選定ツールの全体構成

 本プログラムは、メインパネルというプログラムで、物件毎の情報管理及び複数
のツールの起動とファイル管理を行っています。

メ
イ

ン
パ

ネ
ル

入力エディター

外皮ツール

空調選定ツール

換気選定ツール

照明選定ツール

モデル建物法入力
シート（建研版）

 PDFを下絵にした室の図形入力

 モデル建物法の外皮データを編集及び出力

 空調機器を選定
 モデル建物法の空調データを編集及び出力

 換気機器を選定
 モデル建物法の換気データを編集及び出力

 照明機器を選定
 モデル建物法の照明データを編集及び出力

 モデル建物法用に外皮情報及び各種機器情
報の保持
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本プログラムの利用の流れ

建物入力エディターで
建物情報を作成

外皮計算
ツール

空調計算
ツール

換気計算
ツール

照明計算
ツール

モデル建物法入力シートの編集※１

建築研究所のモデル建物法による計算

※１ 給湯、昇降機、太陽光発電は適用外です。別途機器選定の上、必要に応じてモデル建
物法入力シートに追記して下さい。

建物入力エディターを用いない場合は、ここから始める事が出来ます。

③

②

③

①

②

①
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主要な機能

【機器選定支援ツールの主要な機能】
1. 機器選定ツールとしての機能

2. Webプログラムのモデル建物法入力支援機能

3. 添付図書出力

計算書
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
（PDF）

Web
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

機器選定
機能

図
面

省エネツール

（機器選定未）

・機器表
・設備図面

入力シート
（Excel)

適
合
性
判
定
申
請
書
類

入力シート
計算書
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空調ツール 換気ツール 照明ツール

プログラム概要（各ツール内での機能の分割）

入力エディター

H28省エネ基準Webプログラム Ver.2

外皮ツール

負荷計算

機器選定

風量計算
圧損計算

基準照度決定

モデル建物法入力シート(Ver２)編集機能

機器選定
（省エネ規準での取扱いが

空調or換気）

機器選定

外皮集計

どの段階からでも始められ、任意の機器の入力も行えます。
 入力エディターを使用しなくても機器選定は行えます。
 PAC・GHP、ルミナスプランナーによる機器選定も可能です

入力シート
様式C1

入力シート
様式C2,D

入力シート
様式E

入力シート
様式A、B1～3

ビルマルチの
実能力算定

（PAC・GHPソフト）

照度計算
機器選定

（ルミナスプランナー）

他の
機器選定手法

機器選定
（カタログ・HPなど）



建物入力エディターの概要

 専用簡易CADによる室、建物形状データの作成が行え
ます。

 各種機器選定のもとになる負荷計算の基礎データを作
成できます。
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入力エディターは簡易な専用CAD

 機器選定や省エネ計算の基本データを作成します。

 PDFの図面を下絵に、室形状を入力します。

 断熱外皮の算定データを出力します。

 機器選定に必要な室の面積や気積、室用途を出力します。

 空調負荷計算や換気風量計算、照度計算が機器選定ツールで行えます。
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下絵（PDF図面）の取込み

•ロビー階、基準階、任意階の
平面図PDFを取り込む

原点と通り芯の定義

•室作成のガイドとなる通り芯などを
下絵に定義する

室の作成

•室（用途別に定義済み）を設置

窓の設置

•平面図の壁の上に窓を設置

フロアの定義

•階ごとにどのフロア図面を用いるか
定義する

入力エディターの作業フロー

建物概要の入力

•建物名称

•建物用途

•方位、階数 など

共通仕様の設定

•共通的に使用する屋根、外壁、床
などを定義

室用途

•事務室

•ロビー など
（省エネ基準の分類）

層構成

•外壁

•屋根

•床 など

窓

•大きさ・ガラス種
類

ライブラリ参照・編集

計算準備

入力ファイルのコンバート

建物共通情報の設定 フロア図面の作成

材料

•断熱材

•コンクリート など

ガラスとサッシ

•単層

•複層 など
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建物共通情報の設定画面、ライブラリ管理

① 基本情報の入力

② 共通仕様の設定

① 基本情報として、建物方位や建物用途を入力
する。

② 外壁、屋根などの部位仕様をライブラリから
選択して、共通仕様を設定しておく。

③ 外壁などの仕様は、ライブラリで編集可能。
材料や窓ガラスはライブラリに登録済み。

③-1 部位層構成の編集

③-2 材料のライブラリ

③ ライブラリ参照・編集

③-3 窓の編集

③-4 窓ガラスのライブラリ
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フロア図面作成画面／下絵の取込みと通り芯定義

① 下絵（PDF図面）の取込み

① 下絵となるPDF図面を取り
込む。

② 下絵の任意の点をピックし
て、原点とスケールを定義
する。

③ 下絵の通り芯をピックして、
室作成のガイドとなる通り芯
を図形上で定義する。

② 原点の定義

③ 通り芯の定義
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フロア図面作成画面／室の作成

④ ライブラリからの室用途 選択

⑤-1 領域選択による室作成

⑤-2 多角形入力による室作成

⑥-1 作成された室

⑥-2 プロパティボックス

④ ライブラリ（省エネ基準の室用途分類
を登録済み）から、作成する室の用途
を選択する。

⑤ 室の作成方法には、通り芯で囲まれ
た領域を選択する方法(1)と、頂点を
選択して多角形を作成して入力する
方法(2)がある。

⑥ 作成された室は、プロパティボックス
で室名称などを変更できる。
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(2)「壁幅の窓と
する」にチェック
を入れます。

(4)「窓の作成」を閉じた
後、窓を選択します。

(3)設置したい壁の上でクリック
し、Enterして窓を作成します。

フロア図面作成画面／窓の作成

記号 幅[mm] 高さ[mm] 下端の高さ[mm]

AW-1
AW-5

5300 3000 0

AW-2 2200 3000 0

AW-6 5300 1700 1100

AW-8
AW-10

900 1700 1100

AW-6 AW-6 AW-6 AW-6

AW-6 AW-6 AW-6 AW-6AW-10

AW-10

AW-8

AW-8

AW-8

AW-8

AW-5

AW-1

AW-2

※ガラスの種類は全て、透明フロート単板ガラス8㎜

(1)設置する窓
を選択します。

(5)幅、高さなどを
修正します。

※「壁幅の窓とする」を利用してAW-1を設置する例



空調計算ツールの概要

 ビルマルチ、GHP、店舗用エアコンの機器選定が行えます。

 入力エディターで建物情報を作成すれば、空調負荷計算が行えます。

 モデル建物法入力シートへの機器仕様の出力ができます。
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空調計算ツール／作業の流れ

 建物入力エディターを用いる場合と用いない（マニュアルモード）場合の二通りで
ご使用頂けます。

モデル建物法入力シートに出力します。

様式C1_空調熱源

負荷計算結果を参考に、空調系統ごとに室内
機と室外機の選定を行います。

入力した建物データを読み込んで、空調負荷
計算を行います。

建物入力エディターで建物を図形入力します。

① 建物入力エディターを用いる場合

モデル建物法入力シートに出力します。

様式C1_空調熱源

空調系統ごとに室内機と室外機の選定を行います。

（空調負荷は別途計算しておく必要があります）

建物用途や室用途を定義し、室を入力します。

② マニュアルモード
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建物用途 室用途 フロア 室ID 室名称 空調系統 面積 天井高 容積

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) EHP-1 446.4 2.8 1249.7

2階 2 (2階)事務室(基) EHP-2 468.5 2.6 1218.1

3階 3 (3階)事務室(基) EHP-3 468.5 2.6 1218.1 ビル用マルチ 5

4階 4 (4階)事務室(4) EHP-4 468.5 2.6 1218.1 オフィス店舗用 0

会議室 1階 5 (1階)打合せスペース EHP-5 22.4 2.8 62.7 ガスヒートポンプ 0

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 41.5 3.0 124.4 計 5

2階 7 (2階)ホール(基) EHP-5 10.7 2.6 27.9

3階 8 (3階)ホール(基) EHP-5 10.7 2.6 27.9

4階 9 (4階)ホール(4) 10.7 2.6 27.9

廊下 1階 10 (1階)風除室 8.5 2.8 22.8

11 (1階)廊下(1) 6.3 2.8 17.4

2階 12 (2階)廊下(基) 12.6 2.6 32.7

3階 13 (3階)廊下(基) 12.6 2.6 32.7

4階 14 (4階)廊下(4) 12.6 2.6 32.6

便所 1階 15 (1階)トイレ(女)(1) 7.3 2.6 18.2

16 (1階)トイレ(男)(1) 5.3 2.6 13.3

登録済みの系統数

全系統の削除
次へ

ビル用マルチ
の登録

ガスヒートポンプ
の登録前のシートに戻る

トップに

戻る

トップ画面
①室と空調系統

の選択
②壁タイプの選択 ③部位と隣接室の設定 ④開口部の設定 ⑤空調機器の選定

オフィス店舗用
の登録

次へ（更新なし）

空調計算ツール／空調系統の登録

 空調室に対し、空調系統を同一とする室を選択して、系統を登録します。

 系統登録は、“ビルマルチ”、“店舗用エアコン”、“GHP”の三種類に対
応していてます。

(1)【Ctrl】キーを押したまま、
同一系統としたい室名称を
複数選択します。 (2)系統登録ボタン（ここでは、

「ビル用マルチの登録」）をク
リックして系統を登録します。

【！】
「オフィス店舗用」は、
複数室を同一系統と
することはできません。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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種類 気密性

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1)
アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

E 1.35 窓 無し
0.9 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

E 1.35 窓 無し
0.9 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

E 1.35 窓 無し
0.9 1.5

鋼製建具 E 1.6 窓 無し 0.8 2.0
アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

N 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

N 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

N 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

N 7.53 窓 無し
5.0 1.5

事務所等 事務室 2階 2 (2階)事務室(基)
アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

W 6.182 窓 無し
2.4 2.6

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

アルミ_二層ガラス（Lowε な
し、空気層6mm）_2FA06

S 7.53 窓 無し
5.0 1.5

ガラスの種類 方位 面積 分類 ブラインド
フロ
ア

室用途建物用途 名称
室
ID

すきま風負荷 外部ひさし[m]

計算
窓サッシ 庇の

出w
袖壁
の出

庇の
幅B

窓の
幅b

ｂ’ H h h'

次へ

前のシートに戻る

トップ画面 ①室と空調系統の選択 ②壁タイプの選択 ③部位と隣接室の設定 ④開口部の設定 ⑤空調機器の選定

トップに

戻る
次へ（更新なし）

空調計算ツール／開口部の設定

 空調対象室にある開口部についてブラインドの有無や庇の設定をします。

ブラインドの有無を選択できます。
デフォルトは【無し】となっているため、
空調負荷計算にブラインドを考慮した
い場合は【有り】を選択します。

空調対象室の窓が、
全て表示されていま
す。
表示内容は、[サッシ
の種類]_[ガラスの種
類]です。

本設定は、空調負荷計算に必要な項目で
す。モデル建物法には関係ありません。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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空調計算ツール／空調負荷計算の実行

 国交省営繕方式で空調負荷計算を
行います。計算書も確認、印刷でき
ます。

 室毎にシート別に表示されます。

 表示項目

 負荷計算結果

 構造体負荷

 ガラス面通過熱負荷

 ガラス面日射負荷

 照明負荷

 人体負荷

 すきま風負荷

 外皮負荷集計

 内部負荷集計

 室内負荷集計

 全熱負荷集計

 その他の計算書も参照や印刷が行
えます。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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形式 形式

乾球温度
DB

湿球温度
WB

相対湿度
RH

乾球温度
DB

湿球温度
WB

相対湿度
RH

EHP-1-RU-1
ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ室内機4方向ｶｾｯﾄ
形

CS-
P112U3UA1

5 EHP-1
ビル用マ
ルチ

34.3 26.9 56.4 2 -2.4 28.9

EHP-2-RU-1 EHP-2
ビル用マ
ルチ

EHP-3-RU-1 EHP-3
ビル用マ
ルチ

EHP-4-RU-1 EHP-4
ビル用マ
ルチ

系統記号
冷房時 暖房時

選定品番
室別台数

[台]
系統
記号

熱源機の
種類

選定品番
台数
[台］

外気条件（機器選定ツール入力用）室内機 屋外機

検索 検索

空調計算ツール／空調機器の選定

 空調機の選定を行います。

 ビルマルチとGHPの場合は、室内機と屋外機を選定します（下図参照）

 店舗用は室内機と屋外機をセットで選定します。

検索ダイアログで選んだ室内機
が表示されています。

屋外機は、この検索ボタンでダイ
アログを表示し、室内機と同様に
検索して選定します。

ビルマルチの屋外機の場合は、
タイプの絞り込みでビルマル室
外機を選択します。専用の機器選定ダイアログで機

器を検索して決定します。
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 「⑤空調機器の選定（機器選定_入出力シート）」の右上にある「モデル建物法入
力シートに書き出し」ボタンをクリックして出力します。

 モデル建物法入力シートの「様式C1_空調熱源」シートに室外機が出力されます。

 モデル建物法では、熱源機のみを評価の対象としています。室内機はモデル
建物法では関係ありません。

形式 形式

乾球温度
DB

湿球温度
WB

相対湿度
RH

乾球温度
DB

湿球温度
WB

相対湿度
RH

EHP-1-RU-1
ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ室内機4方向ｶｾｯﾄ
形

CS-
P112U3UA1

5 EHP-1
ビル用マ
ルチ

34.3 26.9 56.4 2 -2.4 28.9

系統記号
冷房時 暖房時

選定品番
室別台数

[台]
系統
記号

熱源機の
種類

選定品番
台数
[台］

出力票を表示する建物用途 事務所等
※１：PanasonicのPAC・GHP配管系統図です。右からリンク先にジャンプできます。
※２：実能力計算結果一覧

http://www2.panasonic.biz/es/air/pac/soft/

外気条件（機器選定ツール入力用）室内機 屋外機

PAC/GHPでの確認
１で能力補正計算を行ってください。

STEP3
※１でエクスポートしたテキストファイル※２を保存し、「次へ」をクリックします。

モデル建物法入力シートに書き出し

検索 検索

空調計算ツール／モデル建物法入力シートへの書き出し

ここをクリックし
て出力します

複数用途建物の場合は、モデ
ル建物法に出力する建物用途
をここで選択することができます。

様式Ｃ−１　空調熱源入力シート

① ② ③ ⑦

台数 備考

[台] 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

（入力） （選択） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） (20文字まで)

PA-P504UXE3 パッケージエアコンディショナ(空冷式) 1 50.40 56.50 14.50 14.80

PA-P680UXE3 パッケージエアコンディショナ(空冷式) 1 68.00 76.50 20.20 20.70

PA-P680UXE3 パッケージエアコンディショナ(空冷式) 1 68.00 76.50 20.20 20.70

PA-P785UXE3 パッケージエアコンディショナ(空冷式) 1 78.50 87.50 23.60 24.50

④ ⑤ ⑥

熱源機器名称 [kW/台][kW/台][kW/台]熱源機種

一台当たりの 一台当たりの一台当たりの

定格能力 定格消費電力 定格燃料消費量
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空調計算ツール／マニュアル入力の場合

 入力エディターを用いない“マニュアル入力”は、空調対象室（又はゾーン）の情
報入力して機器選定を行います。

 空調負荷や機器能力は事前に検討する必要があります。

 空調機器はデータベースから検索できます。検索した機器の定格能力と消費
電力は検索結果に含まれていれば自動的に入力されます。

① ② ③ ⑦

台数 備考

[台] 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房
（入力） （選択） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） （入力） (20文字まで)

事務所等 事務室 1F 1F事務室 200 PA-P560UXE3 空冷冷暖ﾌﾘｰﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ室外機 PAC-1
パッケージエアコ
ンディショナ(空冷
式)

1 56 63 16.3 16.7

事務所等 事務室 2F 2F事務室 150 PA-P504UXE3 空冷冷暖ﾌﾘｰﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁ室外機 PAC-2
パッケージエアコ
ンディショナ(空冷
式)

1 50.4 56.5 14.5 14.8

事務所等 会議室 2F 会議室 60 PA-SP50U5SGB
空冷式H/P高効率4方向ｶｾｯﾄ
形

PAC-3
パッケージエアコ
ンディショナ(空冷
式)

2 4.5 5 1 0.99

事務所等 ロビー 1F エントランス 30
事務所等 ロビー 2F ロビー 20

[kW/台]

機器条件

品番 形式

④ ⑤ ⑥

熱源機器名称 熱源機種

一台当たりの 一台当たりの 一台当たりの
定格能力 定格消費電力 定格燃料消費量
[kW/台] [kW/台]

室条件

建物用途 室用途 フロア 室名
床面積
[㎡]

モデル建物法入力シートに書き出し前のシートに戻る

トップ画面 空調機の選定

トップに戻る

検索

室の情報を入力して下さい。
 建物用途と室用途はプルダウンで選択できます。
 不明な箇所は空白でも構いません。このエリアは

モデル建物法入力シートには反映されません。

品番と形式を入力して下さい。
 検索ボタンでデータベースから検索する事ができ

ます。
 カタログ等から手入力する事もできます。

機器の仕様を入力して下さい。
 熱源機器名称は図面と一致させて下さい。
 熱源機種はプルダウンで選択できます。

「検索」ボタンをクリックす
ると検索ダイアログが開き
ます。



照明計算ツールの概要

 照明機器の照度計算、台数の計算が行えます。

 入力エディターを用いれば、お薦め照明を自動的に室に
設定できます。

 モデル建物法入力シートへの機器仕様の出力ができま
す。
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照明計算ツール／作業の流れ

 建物入力エディターを用いる場合と用いない（マニュアルモード）場合の二通りで
ご使用頂けます。

モデル建物法入力シートに出力します。

様式E_照明

器具を変更し、台数、照度計算を再度行う事が可能で
す。品番を検索すれば、器具特性をデータベースから
取得する事もできます。

入力した建物データを読み込んで、室用途毎にデフォ
ルトの照明器具を適用、自動的に台数と照度を計算し
ます。

建物入力エディターで建物を図形入力します。

① 建物入力エディターを用いる場合

モデル建物法入力シートに出力します。

様式E_照明

器具を検討し、台数、照度計算を行う事が可能です。
品番を検索すれば、器具特性をデータベースから取得
する事もできます。

建物用途や室用途を定義し、室を入力します。

② マニュアルモード
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仕様 照明器具名称 品番
光源と作業面

の距離[m]
副照明の

設置
照明器具名称 品番

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) 18.7 23.9 85.16 446.4 2.8 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 2 しない - -

2階 2 (2階)事務室(基) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

3階 3 (3階)事務室(基) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

4階 4 (4階)事務室(4) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

会議室 1階 5 (1階)打合せスペース 6.73 3.32 20.11 22.4 2.8 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 2 しない - -

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 35.72 41.5 3 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.6 しない - -
2階 7 (2階)ホール(基) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -
3階 8 (3階)ホール(基) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -
4階 9 (4階)ホール(4) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -

廊下 1階 10 (1階)風除室 3.34 2.52 11.73 8.5 2.8 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.8 しない - -

11 (1階)廊下(1) 4.59 1.35 11.89 6.3 2.8 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.8 しない - -
2階 12 (2階)廊下(基) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -
3階 13 (3階)廊下(基) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -
4階 14 (4階)廊下(4) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -

便所 1階 15 (1階)トイレ(女)(1) 2.14 3.4 11.07 7.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

16 (1階)トイレ(男)(1) 2.59 2.05 9.266 5.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
2階 17 (2階)トイレ(女)(基) 4.19 2.05 12.46 8.6 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

18 (2階)トイレ(男)(基) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
3階 19 (3階)トイレ(女)(基) 4.19 2.05 12.46 8.6 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

20 (3階)トイレ(男)(基) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
4階 21 (4階)トイレ(女)(4) 4.19 2.06 12.49 8.7 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

22 (4階)トイレ(男)(4) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

湯沸室等 1階 23 (1階)湯沸室(1) 1.59 2.05 7.276 3.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -
2階 24 (2階)湯沸室(基) 1.2 2.05 6.49 2.5 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -
3階 25 (3階)湯沸室(基) 1.2 2.05 6.49 2.5 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -

室用途建物用途
副照明

照明器具
の設置

全周
長さ
[m]

縦
[m]

横
[m]

面積

[m
2
]

天井高
[m]

主照明
室名称

室
ID

フ
ロ
ア

次へ
トップに

戻る
前のシートに戻る

次へ（更新なし）

検索 検索

トップ画面 ①照明器具の選定 ②主照明の台数と照度 ③副照明の台数 ④消費電力の確認と制御方法の入力

 建物入力エディターの出力データを読み込むと、室用途に応じたお薦め照明器
具が設定されます。任意の器具への変更は可能です。

照明計算ツール／照明器具の自動選定

【！】
建物用途と室用途の一覧を示して
います。

建物用途・室用途に対応する標準
仕様の照明器具の一覧を示して
います。
白色のセルは、変更する事ができ
ます。標準仕様以外の照明器具を
使う場合は変更して下さい。

副照明を設定する場合は、「副照
明の設置」のセルを“する”に変更
した後に、名称と品番を入力して下
さい。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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仕様 照明器具名称 品番
光源と作業面

の距離[m]
副照明の

設置
照明器具名称 品番

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) 18.7 23.9 85.16 446.4 2.8 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 2 しない - -

2階 2 (2階)事務室(基) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

3階 3 (3階)事務室(基) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

4階 4 (4階)事務室(4) 98.6 468.5 2.6 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 1.8 しない - -

会議室 1階 5 (1階)打合せスペース 6.73 3.32 20.11 22.4 2.8 する デフォルト
天井埋込型一体型LEDベースライト・
マルチコンフォート15タイプ

XL915EFVKLA9 2 しない - -

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 35.72 41.5 3 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.6 しない - -
2階 7 (2階)ホール(基) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -
3階 8 (3階)ホール(基) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -
4階 9 (4階)ホール(4) 2.73 3.92 13.3 10.7 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 2.2 しない - -

廊下 1階 10 (1階)風除室 3.34 2.52 11.73 8.5 2.8 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.8 しない - -

11 (1階)廊下(1) 4.59 1.35 11.89 6.3 2.8 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.8 しない - -
2階 12 (2階)廊下(基) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -
3階 13 (3階)廊下(基) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -
4階 14 (4階)廊下(4) 21.19 12.6 2.6 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.6 しない - -

便所 1階 15 (1階)トイレ(女)(1) 2.14 3.4 11.07 7.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

16 (1階)トイレ(男)(1) 2.59 2.05 9.266 5.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
2階 17 (2階)トイレ(女)(基) 4.19 2.05 12.46 8.6 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

18 (2階)トイレ(男)(基) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
3階 19 (3階)トイレ(女)(基) 4.19 2.05 12.46 8.6 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

20 (3階)トイレ(男)(基) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -
4階 21 (4階)トイレ(女)(4) 4.19 2.06 12.49 8.7 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

22 (4階)トイレ(男)(4) 13.44 11 2.5 する デフォルト 天井埋込型LEDダウンライト NDNN73070ZLZ9 2.5 しない - -

湯沸室等 1階 23 (1階)湯沸室(1) 1.59 2.05 7.276 3.3 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -
2階 24 (2階)湯沸室(基) 1.2 2.05 6.49 2.5 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -
3階 25 (3階)湯沸室(基) 1.2 2.05 6.49 2.5 2.5 する デフォルト 天井埋込型一体型LEDベースライト XL965EFVKLA9 2.5 しない - -

室用途建物用途
副照明

照明器具
の設置

全周
長さ
[m]

縦
[m]

横
[m]

面積

[m
2
]

天井高
[m]

主照明
室名称

室
ID

フ
ロ
ア

次へ
トップに

戻る
前のシートに戻る

次へ（更新なし）

検索 検索

トップ画面 ①照明器具の選定 ②主照明の台数と照度 ③副照明の台数 ④消費電力の確認と制御方法の入力

 主照明と副照明の品番列のヘッダにある検索ボタンで、照明データベースから
品番検索できます。

 品番検索を行うと、器具の光束や消費電力、配光データなどを取得できます。

照明計算ツール／照明器具の任意選定

副照明の品番検索ボタン主照明の品番検索ボタン

品番検索を行うに、変更する品番
列を選択し、表のヘッダにある「検
索」ボタンをクリックします。
クリックすると、本ツール（EXCEL）
が非表示になって、「検索ダイアロ
グ」に表示が移動します。

【！】
「検索」ボタンをクリックしてもダイアログ
が表示されない場合は、このダイアログ
が他のアプリの後ろ側にある場合があり
ます。他のアプリのウィンドウを閉じるな
どしてご確認下さい。

この検索ダイアログが開か
れます。
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室指数 基準照度 消費 電力 器具光束 照明率 保守率
器具数

（基準算定）
器具数
入力値

設計値
(平均)

[-] [lx] [W/台] [lm/台] [-] [-] [台] [台] [lx]

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) 18.650 23.931 2.000 5.24 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

埋込
XLX464PHNLE9

39.3 5930 0.93 0.77 79 754

2階 2 (2階)事務室(基) 1.800 1.32 750

天井埋込型　40形　一体型
LEDベースライト　Hf32形×2
灯高出力型器具相当・マルチ
コンフォート15タイプ　連続調
光型・調光タイプ（ライコン別
売）

XLX-40 44.3 5690 外部リンク 0.93 0.77 86 751

3階 3 (3階)事務室(基) 1.800 1.32 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

埋込
XLX464PHNLE9

39.3 5930 0.93 0.77 83 756

4階 4 (4階)事務室(4) 1.800 1.32 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

埋込
XLX464PHNLE9

39.3 5930 0.93 0.77 83 756

会議室 1階 5
(1階)打合せス
ペース

6.732 3.322 2.000 1.11 500
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

埋込
XLX464PHNLE9

39.3 5930 0.63 0.77 4 515

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 2.600 0.22 500 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN7534SNLZ
9

64.3 7580 0.75 0.72 6 590

2階 7 (2階)ホール(基) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN7534SNLZ
9

64.3 7580 0.69 0.72 2 703

3階 8 (3階)ホール(基) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN7534SNLZ
9

64.3 7580 0.69 0.72 2 703

4階 9 (4階)ホール(4) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN7534SNLZ
9

64.3 7580 0.69 0.72 2 703

廊下 1階 10 (1階)風除室 3.344 2.521 2.800 0.51 200 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN2057SNLE
9

16.4 1720 0.63 0.77 3 294

11 (1階)廊下(1) 4.592 1.351 2.800 0.37 200 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN2057SNLE
9

16.4 1720 0.63 0.77 2 265

2階 12 (2階)廊下(基) 2.600 0.11 200 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN2057SNLE
9

16.4 1720 0.63 0.77 4 265

3階 13 (3階)廊下(基) 2.600 0.11 200 天井埋込型LEDダウンライト
XNDN2057SNLE
9

16.4 1720 0.63 0.77 4 265

器具台数と設計照度

配光データ
照明器具名称 品番

照明器具の仕様

横寸法
[m]

縦寸法
[m]

室条件

光源と作業
面の距離

[m]

建物用途 室用途
フ
ロ
ア

室
ID

室名称

トップ画面 ①照明器具の選定 ②主照明の台数と照度 ③副照明の台数 ④消費電力の確認と制御方法の入力

次へ（副照明へ）
トップに

戻る
前のシートに戻る

基準算定値を設定

室指数 基準照度 消費 電力 器具光束 照明率 保守率
器具数

（基準算定）
器具数
入力値

設計値
(平均)

[-] [lx] [W/台] [lm/台] [-] [-] [台] [台] [lx]

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) 18.650 23.931 2.000 5.24 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

XL915EFVKLA9 52.1 5690 0.93 0.68 93 753

2階 2 (2階)事務室(基) 1.800 1.32 750

天井埋込型　40形　一体型
LEDベースライト　Hf32形×2
灯高出力型器具相当・マルチ
コンフォート15タイプ　連続調
光型・調光タイプ（ライコン別
売）

XLX-40 44.3 5690 外部リンク 0.93 0.68 98 756

3階 3 (3階)事務室(基) 1.800 1.32 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

XL915EFVKLA9 52.1 5690 0.93 0.68 98 756

4階 4 (4階)事務室(4) 1.800 1.32 750
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

XL915EFVKLA9 52.1 5690 0.93 0.68 98 756

会議室 1階 5
(1階)打合せス
ペース

6.732 3.322 2.000 1.11 500
天井埋込型一体型LEDベー
スライト・マルチコンフォート15
タイプ

XL915EFVKLA9 52.1 5690 0.63 0.68 5 545

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 2.600 0.22 500 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 85.5 8410 0.75 0.68 5 515
2階 7 (2階)ホール(基) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 85.5 8410 0.69 0.68 2 737
3階 8 (3階)ホール(基) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 85.5 8410 0.69 0.68 2 737
4階 9 (4階)ホール(4) 2.727 3.923 2.200 0.73 500 天井埋込型LEDダウンライト NDNN77720LZ9 85.5 8410 0.69 0.68 2 737

建物用途 室用途
フ
ロ
ア

室
ID

室名称

器具台数と設計照度

配光データ
照明器具名称 品番

照明器具の仕様

横寸法
[m]

縦寸法
[m]

室条件

光源と作業
面の距離

[m]

トップ画面 ①照明器具の選定 ②主照明の台数と照度 ③副照明の台数 ④消費電力の確認と制御方法の入力

次へ
トップに

戻る
前のシートに戻る

次へ（更新なし）

 このシートでは、主照明の照度計算と台数算出が行えます。

 照度計算は光束法で行います。任意の照明器具を選んだ場合は、室条件や基
準照度も変更できます。

照明計算ツール／主照明の台数と照度の計算

前のシートで、デフォルトの機器を選
択している場合は、セルが灰色で示
されます。灰色のセルの数値は変更
できません。

外部リンクの文字をクリックすると、
Panasonicサーバーからは配光データ
（PDF）をダウンロードできます。配光デー
タから照明率、保守率を判断して数値を
変更して下さい。

器具数は修正できます。必要に応
じて、この列に数値を入力して下さ
い。設計照度も再計算されます。

白いセルは数値を変更することがで
きます。数値を変更すると照度と台
数を再計算します。
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照明計算ツール／モデル建物法入力シートへの書き出し

 「出力_照明設備一覧」の右上にある「モデル建物法入力シートに書き出し」ボタ
ンをクリックして出力します。

 モデル建物法入力シートの「様式E_照明」シートにモデル建物法に該当する室用
途の照明器具が出力されます。

 モデル建物法の対象となる室用途は、建物モデル毎に異なります。詳しくは
建築研究所のホームページでご確認下さい。
http://www.kenken.go.jp/becc/building.html#PGM_manual

1台あたりの
消費電力

器具
台数

消費電力
合計

[W/台] [W/台] [台]
天井埋込型一体型LED
ベースライト・マルチコン

フォート15タイプ
XL915EFVKLA9 52.1 93 4845.3 有 有 有

照明器具

照明器具の名称 品番

事務所等出力票を表示する建物用途

備考
（20文字まで）

制御システム方式

在室検知
制御

明るさ制御
タイムスケ
ジュール制

御

初期照度
補正制御

モデル建物法入力シートに書き出し

②主照明の台数と照度 ③副照明の台数
④消費電力の確認と制御方

法の入力

ここをクリックし
て出力します

様式Ｅ　照明入力シート

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

室名称 室用途 床面積 照明器具名称 消費電力 台数 在室検知制御 明るさ制御
タイムスケ
ジュール制御

初期照度補正
機能

備考

[㎡] [W/台] [台]

（入力） （選択） （入力） （入力） （入力） （入力） （選択） （選択） （選択） （選択） (20文字まで)

(1階)事務室(1) 事務室 446.4 XL915EFVKLA9 52.09999847 93 有 有 有

(1階)事務室(1) 事務室 446.4 XLX-50 15 5 無 有 無 無 副照明

(2階)事務室(基) 事務室 468.5 XL915EFVKLA9 52.09999847 98

(3階)事務室(基) 事務室 468.5 XL915EFVKLA9 52.09999847 98

(4階)事務室(4) 事務室 468.5 XL915EFVKLA9 52.09999847 98

省エネ制御

複数用途建物の場合は、モデ
ル建物法に出力する建物用途
をここで選択することができます。

http://www.kenken.go.jp/becc/building.html#PGM_manual


換気計算ツールの概要

 室用途に応じた換気量や圧力損失が計算できます。

 換気扇や送風機は、タイプやダクト径で検索できます。

 モデル建物法入力シートへの機器仕様の出力ができま
す。
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換気計算ツール／作業の流れ

 建物入力エディターを用いる場合と用いない（マニュアルモード）場合の二通りで
ご使用頂けます。

モデル建物法入力シートに出力します。

様式D_換気

換気系統ごとに送風機の選定を行います。

入力した建物データを読み込んで、換気風量
や圧力損失の計算を行います。

建物入力エディターで建物を図形入力します。

① 建物入力エディターを用いる場合

モデル建物法入力シートに出力します。

様式D_換気

換気系統ごとに送風機の選定を行います。

（空調負荷は別途計算しておく必要があります）

建物用途や室用途を定義し、室を入力します。

② マニュアルモード
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建物用途 室用途 フロア 室ID 室名称 換気系統 面積 天井高 容積 24時間換気

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) 446.3 2.8 1249.7

2階 2 (2階)事務室(基) 468.5 2.6 1218

3階 3 (3階)事務室(基) 468.5 2.6 1218

4階 4 (4階)事務室(4) 468.5 2.6 1218

会議室 1階 5 (1階)打合せスペース 22.4 2.8 62.6

ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) 41.5 3 124.4

2階 7 (2階)ホール(基) 10.7 2.6 27.8

3階 8 (3階)ホール(基) 10.7 2.6 27.8

4階 9 (4階)ホール(4) 10.7 2.6 27.8

廊下 1階 10 (1階)風除室 8.4 2.7 22.8 給気 0

11 (1階)廊下(1) 6.2 2.8 17.4 排気 1

2階 12 (2階)廊下(基) 12.6 2.6 32.7 全熱交換 0

3階 13 (3階)廊下(基) 12.6 2.6 32.7 計 1

4階 14 (4階)廊下(4) 12.5 2.6 32.5

便所 1階 15 (1階)トイレ(女)(1) FE-1 7.3 2.5 18.2

16 (1階)トイレ(男)(1) FE-1 5.3 2.5 13.2

2階 17 (2階)トイレ(女)(基) 8.6 2.5 21.4

登録済系統数

給気系統
の登録

全系統の削除

次へ
排気系統
の登録

全熱交換
の登録

トップ画面
①室と換気系統

の選択
②排気量の算定 ③給気量の算定

④全熱交換換気量
の算定

⑤圧力損失の算定 ⑥機器選定

前のシートに戻る
トップに

戻る
次へ（更新なし）

 給気、排気、全熱交換系統を同一とする室を選択して、系統を登録します。
 この例では排気系統を登録します。給気系統と全熱交換も同様に操作します。

換気計算ツール／室と換気系統の選択

(1)同一系統としたい室名
称を複数選択します。
※ 【Ctrl】キーを使って、離
れた複数のセルを選択する
方法も使えます。

(2)系統登録ボタン（ここでは、
「排気系統の登録」）をクリック
して系統を登録します。

【！】
同じ系統の室が
同じ色で表示さ
れます。

【！】
排気欄に系統数
が追加されます。
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 換気量は室用途に応じて自動的に計算されます。

 換気量を変える場合は、換気回数や換気率を入力、または換気風量を直接入
力します。

 換気回数の変更

 換気率の変更

換気率 系統別風量

（送風機風量）

自動
値

入力
値

〔㎥/h・㎡〕 記号 系統 台数 〔㎥/h台〕

15 10 182 182 このシートで計算 FE-1 (1階)トイレ(女)(1) 1 182
15 10 133 133 このシートで計算 FE-2 (1階)トイレ(男)(1) 1 133

15 323 323 このシートで計算 FE-3 (2階)トイレ(女)(基) 1 323

15 411 411 このシートで計算 FE-4 (2階)トイレ(男)(基) 1 411

〔回/h〕
自動値 入力値 決定値 換気量計算方法

換気回数 換気風量〔㎥/h〕

送風機
風量確認

（600m3/h以下）

換気計算ツール／換気量の算定

換気回数を変更する場合
は、この[入力値]列に変更
後の換気回数を入力します。

換気回数を変更すると、この範囲の風
量が再計算されて更新されます。

換気率 系統別風量

（送風機風量）

自動
値

入力
値

〔㎥/h・㎡〕 記号 系統 台数 〔㎥/h台〕

5 2232 2232 このシートで計算 HEU-1 (1階)事務室(1) 1 2232 超過
10 4685 4685 このシートで計算 HEU-2 (2階)事務室(基) 1 4685 超過
5 2343 2343 このシートで計算 HEU-3 (3階)事務室(基) 1 2343 超過
5 2343 2343 このシートで計算 HEU-4 (4階)事務室(4) 1 2343 超過

10 224 224 このシートで計算 HEU-5 (1階)打合せスペース 1 224

〔回/h〕
自動値 入力値 決定値 換気量計算方法

換気回数 換気風量〔㎥/h〕
送風機

風量確認
（600m3/h以下）

換気率を変更する場合は、
この[換気率]の列に変更後
の換気率を入力します。

換気率を変更すると、この範囲の風量
が再計算されて更新されます。



33改正省エネ基準対応・機器選定支援ツール

200mm

室別風量 系統別風量 参考
（室換気量） （送風機風量） 主ダクト 枝ダクト 制気口 合流 分岐 ダンパー エルボ フード 円形ダクト径

[m3/h] [台] [m3/h台] [Pa] 長さ（m) 長さ(m) (個) (個) (個) (個) (個) (個) [mm]

FE-1 事務所等 便所 1階
(1階)トイレ

(女)(1)
182 (1階)トイレ(女)(1) 1 182 50 10 5 1 3 0 1 1 1 150

FE-2 事務所等 便所 1階
(1階)トイレ

(男)(1)
133 (1階)トイレ(男)(1) 1 133 40 10 5 1 3 0 1 1 1 150

FE-3 事務所等 便所 2階
(2階)トイレ

(女)(基)
323

(2階)トイレ
(女)(基)

1 323 50 10 5 1 3 0 1 1 1 200

FE-4 事務所等 便所 2階
(2階)トイレ

(男)(基)
411

(2階)トイレ
(男)(基)

1 411 50 10 5 1 3 0 1 1 1 225
円形ダクトの径が最大径を超えます。
前のページに戻って風量を下げて下
さい。

HEU-1 事務所等 事務室 1階
(1階)事務

室(1)
2232 (1階)事務室(1) 4 558 130 10 5 1 4 4 1 1 1 225

円形ダクトの径が最大径を超えます。
前のページに戻って風量を下げて下
さい。

系統名記号 建物用途 室用途 階 室名

円形ダクトの最大径
※最大径を設定する場合は数

値を入力して下さい

備考
送風機
台数

圧力損失
構成部材の数量

圧力損失計算書を開く

次へ

トップ画面
①室と換気系統の

選択
②排気量の算定 ③給気量の算定

④全熱交換換気量
の算定

⑤圧力損失の
算定

⑥機器選定

トップに

戻る
前のシートに戻る

次へ（更新なし）

 一般的な換気部材で圧力損失計算を行えます。

 構成部材の数量を変更して圧力損失を算定することが可能です。

換気計算ツール／圧力損失の算定

【！】
換気量の算定（排気量、給気量、全熱
交換量）で設定した送風機１台あたりの
風量を表示しています。

【！】
簡易圧力損失計算の結果です。圧力損失算定の根
拠は、右の[構成部材の数量]に基づいています。

【！】
各部材の数量を示し
ています。数量は変
更可能です。数量を
変更すると圧力損失
は再計算されます。

【！】
直管部の抵抗が
1Pa/mとなる円形ダ
クト径を表示していま
す。左の圧力損失は
1Pa/mのダクト抵抗
で計算しております。
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事務所等

高効率
電動機

送風量
制御

冷房時 暖房時

全熱交
換器の
自動換
気切換
機能の
有無

予熱時
外気取
り入れ
停止の
有無

m3/h Pa 相 V W W 有無 有無 ％ ％ 有無 有無

FE-1 1階_便所_(1階)トイレ(女)(1) 天埋扇 単ﾉｯﾁ 低騒音形 樹脂製 300 単層 100 27.5 32 1 1階_(1階)トイレ(女)(1) FY-27C7 便所
FE-2 1階_便所_(1階)トイレ(男)(1) 天埋扇 単ﾉｯﾁ 低騒音形 樹脂製 300 単層 100 27.5 32 1 1階_(1階)トイレ(男)(1) FY-27C7 便所
FE-3 2階_便所_(2階)トイレ(女)(基) 1 2階_(2階)トイレ(女)(基) 便所

FE-4 2階_便所_(2階)トイレ(男)(基) 1
2階_(2階)トイレ
(男)(基)

便所

HEU-1 1階_事務室_(1階)事務室(1) 4 1階_(1階)事務室(1)
HEU-2 2階_事務室_(2階)事務室(基) 8 2階_(2階)事務室(基)
HEU-3 3階_事務室_(3階)事務室(基) 4 3階_(3階)事務室(基)
HEU-4 4階_事務室_(4階)事務室(4) 4 4階_(4階)事務室(4)

HEU-5
1階_会議室_(1階)打合せス
ペース

1
1階_(1階)打合せス
ペース

電動機
出力

全熱交換効率 全熱交機能省エネ機能

騒音

出力票を表示する建物用途換気機器表

モデル建物法対象用途
改正省エネ法室用途

系統 No. 系統名称

風 量 静 圧 電 源
消費
電力 台

数
設置場所
室名称

品番

形　　　　式

トップ画面
①室と換気系統の

選択
②排気量の算定 ③給気量の算定

④全熱交換換気量
の算定

⑤圧力損失の算定 ⑥機器選定

トップに

戻る
前のシートに戻る モデル建物法入力シートに書き出し

検索

換気計算ツール／送風機の選定

 室内機の形式と品番を選定するために検索ダイアログを表示させます。

 検索ダイアログを用いずに入力する事も可能です。

(1)送風機を選定する
セルを選択します。

(2)検索ボタンをクリック
します。

【！】
「検索」ボタンをクリックしてもダイアログ
が表示されない場合は、このダイアログ
が他のアプリの後ろ側にある場合があり
ます。他のアプリのウィンドウを閉じるな
どしてご確認下さい。

(3)EXCELは最小化され
て非表示になり、検索
ダイアログが開かれま
す。
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換気計算ツール／検索ダイアログ

 検索ダイアログで送風機を検索することができます。

 例として、天井埋込形の排気ファンを検索します。

(1)機器種別で“換気扇”で
絞り込みます。

多くの品番がありますが、検索絞り込み機能で品
番を少なくすることができます。
絞り込み項目は換気扇のタイプで異なりますが、
検索項目はACE-Planと同じです。

(3)“天井埋込形換気
扇”を選択します。

(4)“樹脂製ルーバーセット
タイプ”を選択します。

(5)ダクト径 Φ150mm
で絞り込みます。

電源周波数で異なりま
す。ご注意下さい。

選択ボタンをクリックす
ると、選択した機種が
EXCELシートに反映さ
れます。

定格能力などはリストの右側に隠れている事がありま
す。スライドバーを使って仕様を確認して下さい。

(2)“ダクト用換気扇”を
選択します。
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事務所等

高効率
電動機

送風量
制御

冷房時 暖房時

全熱交
換器の
自動換
気切換
機能の
有無

予熱時
外気取
り入れ
停止の
有無

m3/h Pa 相 V W W 有無 有無 ％ ％ 有無 有無

FE-1 1階_便所_(1階)トイレ(女)(1) 天埋扇 単ﾉｯﾁ 低騒音形 樹脂製 300 単層 100 27.5 32 1 1階_(1階)トイレ(女)(1) FY-27C7 便所
FE-2 1階_便所_(1階)トイレ(男)(1) 天埋扇 単ﾉｯﾁ 低騒音形 樹脂製 300 単層 100 27.5 32 1 1階_(1階)トイレ(男)(1) FY-27C7 便所
FE-3 2階_便所_(2階)トイレ(女)(基) 1 2階_(2階)トイレ(女)(基) 便所

FE-4 2階_便所_(2階)トイレ(男)(基) 1
2階_(2階)トイレ
(男)(基)

便所

HEU-1 1階_事務室_(1階)事務室(1) 4 1階_(1階)事務室(1)
HEU-2 2階_事務室_(2階)事務室(基) 8 2階_(2階)事務室(基)
HEU-3 3階_事務室_(3階)事務室(基) 4 3階_(3階)事務室(基)
HEU-4 4階_事務室_(4階)事務室(4) 4 4階_(4階)事務室(4)

HEU-5
1階_会議室_(1階)打合せス
ペース

1
1階_(1階)打合せス
ペース

電動機
出力

全熱交換効率 全熱交機能省エネ機能

騒音

出力票を表示する建物用途換気機器表

モデル建物法対象用途
改正省エネ法室用途

系統 No. 系統名称

風 量 静 圧 電 源
消費
電力 台

数
設置場所
室名称

品番

形　　　　式

トップ画面
①室と換気系統の

選択
②排気量の算定 ③給気量の算定

④全熱交換換気量
の算定

⑤圧力損失の算定 ⑥機器選定

トップに

戻る
前のシートに戻る モデル建物法入力シートに書き出し

検索

換気計算ツール／送風機の仕様入力

 送風機に関する仕様を入力します。

 モデル建物法入力シートに必要な仕様を入力して下さい。

 入力内容は、モデル建物法のマニュアルでご確認下さい。

 http://www.kenken.go.jp/becc/building.html#PGM_manual

• この範囲に、モデル建物
法入力シートに出力する
機器仕様を入力します。

• 検索ダイアログを用いた
場合は、自動的に記入さ
れる仕様もありますが、多
くの仕様はデータベース
には存在しません。カタロ
グ等でご確認下さい。

モデル建物法で求められる機械換気設備は、以下の室
用途に設置される機器です。
• 機械室
• 便所
• 厨房
• 駐車場
詳しくはモデル建物法のマニュアルでご確認下さい。

http://www.kenken.go.jp/becc/building.html#PGM_manual
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事務所等

高効率
電動機

送風量
制御

冷房時 暖房時

全熱交
換器の
自動換
気切換
機能の
有無

予熱時
外気取
り入れ
停止の
有無

m3/h Pa 相 V W W 有無 有無 ％ ％ 有無 有無

電動機
出力

全熱交換効率 全熱交機能省エネ機能

騒音

出力票を表示する建物用途換気機器表

モデル建物法対象用途
改正省エネ法室用途

系統 No. 系統名称

風 量 静 圧 電 源
消費
電力 台

数
設置場所
室名称

品番

形　　　　式

トップ画面
①室と換気系統の

選択
②排気量の算定 ③給気量の算定

④全熱交換換気量
の算定

⑤圧力損失の算定 ⑥機器選定

トップに

戻る
前のシートに戻る モデル建物法入力シートに書き出し

検索

 「⑥機器選定」の右上にある「モデル建物法入力シートに書き出し」ボタンをク
リックして書き出します。

 モデル建物法入力シートの「様式D_換気」シートに出力されます。

 モデル建物法に出力されるのは、「機械室」「便所」「厨房」「駐車場」の
室用途の換気設備のみです。

換気計算ツール／モデル建物法入力シートへの書き出し

ここをクリックし
て出力します

複数用途建物の場合は、モデ
ル建物法に出力する建物用途
をここで選択することができます。

様式Ｄ　換気入力シート

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

一台あたりの 一台あたりの

室名称 室用途 床面積 換気方式 機器名称 台数 送風量 電動機出力 備考

[㎡]
[台] [㎥/h台] [W/台]

（入力） （選択） （入力） （選択） （入力） （入力） （入力） （入力） （選択） （選択） (20文字まで)

1階_便所_(1階)トイレ(女)(1) 便所 7.3 第三種換気 FY-27C7 1 300 20.625 有

1階_便所_(1階)トイレ(男)(1) 便所 5.3 第三種換気 FY-27C7 1 300 20.625 有

2階_便所_(2階)トイレ(女)(基) 便所 8.6 第三種換気 FY-27C7 1 300 18.375 有

2階_便所_(2階)トイレ(男)(基) 便所 10.9 第三種換気 FY-27C7 1 300 18.375 有

高効率
電動機

送風量
制御

FY-27C7 便所
FY-27C7 便所
FY-27C7 便所

FY-27C7 便所

FY-27C7
FY-27C7

モデル建物法対象用途
改正省エネ法室用途

品番

出力対象



外皮計算ツールの概要

 入力エディターを用いれば、手間のかかる外皮拾いが自
動で行われます。

 モデル建物法入力シートへの外皮仕様の出力ができま
す。
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外皮計算ツール／作業の流れ

 建物入力エディターを用いる場合と用いない（マニュアルモード）場合の二通りで
ご使用頂けます。

モデル建物法入力シートに出力します。

様式A_基本情
報

様式B1_開口
部仕様

様式B2_断熱
仕様

様式B3_外皮

名称や条件を変更します。

入力した建物データを外皮計算ツールで読み込ん
で、自動的に外皮と開口部を整理集計します。

建物入力エディターで建物を図形入力します。

① 建物入力エディターを用いる場合

モデル建物法入力シートに出力します。

様式A_基本情
報

様式B1_開口
部仕様

様式B2_断熱
仕様

様式B3_外皮

モデル建物法入力シートと同じ書式のシートに断熱仕様や
開口部、外皮構成を入力します。

設計図面をもとに、断熱条件をあらかじめ整理しておきま
す。

外皮の面積等は、方位ごとに算出しておきます。

② マニュアルモード
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建物用途 室用途 フロア 室ID 室名称 方位 外皮面積 構造体分類 部位名称
[㎡]

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) S 60.82 コンクリート壁 W1
E 65.22 コンクリート壁 W1
N 60.82 コンクリート壁 W1

2階 2 (2階)事務室(基) W 5.69 コンクリート壁 W1
S 56.03 コンクリート壁 W1
E 61.49 コンクリート壁 W1
N 56.03 コンクリート壁 W1

3階 3 (3階)事務室(基) W 5.69 コンクリート壁 W1
S 56.03 コンクリート壁 W1
E 61.49 コンクリート壁 W1
N 56.03 コンクリート壁 W1

4階 4 (4階)事務室(4) S 468.47 屋根 R1
会議室 1階 5 (1階)打合せスペース N 11.27 コンクリート壁 W1

W 12.53 コンクリート壁 W1
ロビー 1階 6 (1階)ホール(1) W 8.16 コンクリート壁 W1

W 1.39 コンクリート壁 W1
2階 7 (2階)ホール(基) W 9.82 コンクリート壁 W1

床 10.70 ピロティ床 FL1
3階 8 (3階)ホール(基) W 9.82 コンクリート壁 W1
4階 9 (4階)ホール(4) 10.70 屋根 R1

廊下 1階 10 (1階)風除室 W 3.56 コンクリート壁 W1
11 (1階)廊下(1)

2階 12 (2階)廊下(基)
3階 13 (3階)廊下(基)

前のシートに戻る
トップに

戻る

次へ

トップ画面 ①断熱外皮の確認
②室・方位別の外壁

等の確認
③建具仕様の確認

次へ（更新なし）

外皮計算ツール／室・方位別の外壁等の確認

 室ごとに方位別の部位名称、断熱材名称・厚さ等を表示します。

【！】
室ごとに方位別の部位名称、
断熱材名称・厚さ等を表示します。

前シートで確認した部位名称を用
いています。
各室の外皮を図面と確認して下さ
い。図面と異なる場合は部位名称
を変更する事が可能です。プルダ
ウンメニューで変更する部位名称を
選択して下さい。

外皮に面さない室はグレーのセルに
なっています。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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出力票を表示する建物用途

建物用途 室用途 フロア 室ID 室名称 方位 建具仕様名称
面積
[㎡]

幅
[m]

高さ
[m]

建具とガラスの種類 ブラインド

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

E 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

E 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

E 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

E 1.60 0.8 2.0 鋼製建具 無

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

2階 2 (2階)事務室(基) W 6.18 2.4 2.6
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

無

事務所等前のシートに戻る
トップに

戻る

トップ画面 ①断熱外皮の確認 ②室・方位別の外壁等の確認 ③建具仕様の確認

モデル建物法の入力シートへ書き出し

外皮計算ツール／建具仕様の確認

 室ごとに方位別の建具を表示します。

 建具仕様名称は定義が必要です。

【！】
室ごとに方位別の建具仕様を表示
します。

【重要！】
建具仕様名称は、初めは空白です。
このシートにおいて図面と一致す
るように定義して下さい。
一つのセルに名称を記入すると、
面積、幅、高さ、建具とガラスの種
類が一致する行の名称に同じ名
称を自動的に適用します。

【重要！】
建具の種類は“＿”の前に示して
います。（図中では“アルミ”と記し
ています。“アルミ”はアルミサッシ
の事です。
建具の種類とガラスの種類は平成
28年省エネ基準に準じています。

ブラインドの有無を選択しま
す。

※本機能は入力エディターを用いた場合の画面です。
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

備考

建具仕様名称 幅 W 高さ H 窓面積 建具の種類 ガラスの種類 熱貫流率 日射熱取得率 熱貫流率 日射熱取得率

[m] [m] [m2] [W/(m2･K)] [-] [W/(m2･K)] [-]

（入力） （入力） （入力） （入力） （選択） （選択） （自動計算） （自動計算） （入力） （入力） (20文字まで)

AW1 2 1 アルミ
三層ガラス（Lowε2枚、断熱ガス、日射取得
型、空気層6mm）_3WgG06

1.38 0.54

AW2 5 2 アルミ
二層ガラス（Lowε1枚、断熱ガス、日射取得

型、空気層6mm）_2LgG06
2.23 0.64

【ご記入のポイント】
●窓等の開口部のサイズ、ガラスの種類ごとに記入して下さい。
●登録した開口部を、『③外皮の入力』で方位ごとに登録します。
●この書式は、建築研究所のモデル建物法入力シートの”様式B1_開口部仕様”に準じています。基本的な入力ルールはモデル建物法入力シートにしたがって下さい。ただし、以下の点で改良しております。
　◇ガラスの種類は、記号に加えて説明を付加しています。
　◇⑦熱貫流率と⑧日射熱取得率は自動計算されます（入力不可）。異なる熱貫流率や日射取得率を用いたい場合は⑨と⑩に入力して下さい。その際は、⑤⑥⑦⑧がクリアされます。
　◇⑤＆⑦＆⑧での入力は出来ません。

ガラスの性能

②&③入力 又は ④入力 ⑤＆⑥入力 又は ⑤＆⑦＆⑧入力 又は ⑨＆⑩入力

窓（ガラス＋建具）の性能窓（ガラス＋建具）の性能

トップ画面 ①開口部の断熱仕様の登録 ②断熱外皮の仕様 ③外皮の入力

前のシートに戻る
トップに

戻る
次へ

外皮計算ツール／マニュアル入力時の開口部仕様の入力

 下図の画面が表示されます。

 下図の入力部は、「モデル建物法入力シートVer２用」と同じです。

 入力時のルールは、建築研究所のホームページでご確認下さい。

作業の流れと、現在行って
いる作業を表しています。 入力が終わった

ら、「次へ」をク
リックします。

スタート画面
へ戻ります。

建築研究所の「モデル建物法入力シートVer2用」と同じです。
入力時のルールは建築研究所のホームページ
（http://www.kenken.go.jp/becc/index.html#5-1）をご確
認下さい。

本プログラムで
は参考値として
熱貫流率を日射
熱所得率を表示
します。

http://www.kenken.go.jp/becc/index.html#5-1
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出力票を表示する建物用途

建物用途 室用途 フロア 室ID 室名称 方位 建具仕様名称
面積
[㎡]

幅
[m]

高さ
[m]

建具とガラスの種類 ブラインド

事務所等 事務室 1階 1 (1階)事務室(1) S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

S AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

E AW2 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

E AW2 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

E AW2 1.35 0.9 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

E AW3 1.60 0.8 2.0 鋼製建具 無

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

N AW1 7.53 5.0 1.5
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

2階 2 (2階)事務室(基) W AW4 6.18 2.4 2.6
アルミ_二層ガラス（Lowε なし、空気層
6mm）_2FA06

有

事務所等前のシートに戻る
トップに

戻る

トップ画面 ①断熱外皮の確認 ②室・方位別の外壁等の確認 ③建具仕様の確認

モデル建物法の入力シートへ書き出し

外皮計算ツール／モデル建物法入力シートへの出力

 「③建具仕様の確認」シートの右上にある「モデル建物法の入力シートへ書き出
し」ボタンをクリックすると、モデル建物法入力シートに外皮条件が出力されます。

建物用途毎に出力します。複数用途のデータをお使
いの場合は、プルダウンメニューで出力対象の建物用
途を選択して下さい。
※モデル建物法では、一つの建物モデルが原則です。
複数用途の建物については、評価機関等にお問い合
わせください。

このボタンをクリックして下さい。
出力が完了するとダイアログが
開かれますので、「OK」ボタンを
クリックして下さい。



モデル建物法入力シートの活用

 建築研究所のモデル建物法入力支援ツールVer2系で
の計算に便利です。

 本プログラムでは出力出来ない項目や機器は、モデル建
物法入力シートで加筆、修正する必要があります。
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モデル建物法入力シートを開く

 「モデル建物法入力シート」は、メインパネルから開きます。

「モデル建物法入力シート」
ボタンをクリックすると、モ
デル建物法入力シートが開
きます。

■各ツールは、以下の様式シートに出力します。
外皮計算ツール ⇒ 様式A_基本情報

様式B1_開口部仕様
様式B2断熱仕様
様式B3外皮

空調選定ツール ⇒ 様式C1_空調熱源
様式C2_空調外気処理

換気選定ツール ⇒ 様式D_換気
照明選定ツール ⇒ 様式E_照明


